京都南部地区
	４） 西ブロック


1. 教会共同体における奉仕と養成が、地域の司祭・信徒・修道者の福音宣教の動機を高めていくように、相互の賜物や霊性を尊重し深め合う共同体

（０５年度当初のねらい）

司祭・信徒・修道者各自が各自の信仰刷新に伴う意識改革と実行力が求められていると思います。地域
共同体は社会で福音宣教していく信仰者を養成するために、その動機を高めていく機会が与えられるよう
に、主の助けを願いながら自立した信仰者になっていく場になる必要があると思います。

（信徒の短期計画分かち合いのまとめより）

· 集会祭儀での分かち合いが定着した。分かち合いの積み重ねによって他人の様々な信仰観、教会観を
知り、言葉化することでお互いに理解が深まった。信仰者として高められることを実感できるように
なった。

· 信徒相互で司教訪問分かち合いのまとめの作業を行い、プロセスに関わることで共同宣教司牧の
信仰観が理解できた。2004年の課題であった集会祭儀司式者と分かち合い司会者養成のための勉強会
は大きな前進であった。

· 分かち合いのプロセスが分からない人でも、養成された司会者の意見の整理と調整によって、プロ
セスに乗ることで、理屈ではなく体験として「良い分かち合いだった」と実感できる。

（課題）

　＊　ブロック運営の意見集約において分かち合いを実施してきたことにより、分かち合いが好きではない、または苦手な人が活動に消極的になる傾向がある。話すことが苦手な人でも、分かち合いは傾聴に
よる参加が大前提であることを理解してもらう工夫が必要。

＊　2006年の規約の完成を目指し、この2年の準備期間で実際に動いてみることで見えてきたものを、
規約のたたき台に反映させている過程である。更に検討を重ね、2006年に完成させる。
２．小教区やブロックにおける活動において「福音的識別」を大切にする共同体

（０５年度当初のねらい）

昨年はブロック行事として西ブロックウォーカソンと平和旬間行事を開催しました。それに対する評価と
反省は出ていますが、それを踏まえた上で今年はどうするのかということを信徒全体の意見を聞いた上で、
地域における福音宣教と援助先との連帯の視点から考察する必要があると思います。

（０５年度ブロック行事）

・平和旬間行事(8.7.　場所:九条教会)　　　　　講演　「地球温暖化と水質汚染」　講師　西野猛生神父
・司教地区訪問(9.11.　場所:長岡教会)

・西ブロックウォーカソン(10.30.　場所:丹波教会　園部聖堂地区)

（信徒の短期計画分かち合いのまとめより）

· いずれも実行委員会を立ち上げ、プロセスを共有しつつ取り組めた。また、経験を重ねることにより特に意識をしなくても、プロセスの自然な共有ができてきつつある。

· 司教訪問では、積み重ねた分かち合いをまとめたものを、事前に司教と参加者全員が共有することにより、当日は西ブロックの現状を踏まえた上での分かち合いが可能となった。ウォーカソンでは、
開催地に負担がかかりすぎないよう、丹波地区開催でありながら、今年は桂教会が中心に実行委員会
を立ち上げ、取り組んだ。

（課題）
· それぞれの小教区の特徴を活かし、強いところ、弱いところへの相互補完、高め合いができる関係になりつつあるので、気軽に人材を派遣しあうことで、より有機的な共同体を目指す。

· ＰＤＣＡサイクル（共観的相互理解の方法）を意識した活動が、福音的相互理解の継続のために大切である。ただしあまりはっきり意識しすぎるとギスギスした人間関係になることもあるので注意が
必要である
